
武
田
泰
淳
「
聖
女
侠
女
」
論

―

戦
時
上
海
の
プ
リ
ズ
ム―荻

原

桂
子

岡
山
理
科
大
学
教
育
学
部
中
等
教
育
学
科

一
．
は
じ
め
に

武
田
泰
淳
（
一
九
一
二―

一
九
七
六
）
は
、
戦
後
派
を
代
表
す
る
作
家
の
一
人
で

あ
る
。
大
島
泰
信
の
二
男
で
幼
名
は
覚
と
い
っ
た
が
、
泰
信
の
師
僧
で
武
田
芳
淳
と

父
と
の
約
束
が
あ
り
、
芳
淳
の
遺
言
に
よ
り
武
田
姓
を
継
ぐ
。
父
方
も
母
方
も
僧
侶

の
家
系
で
、
伯
父
渡
辺
海
旭
は
西
光
寺
の
住
職
を
つ
と
め
た
高
名
な
仏
教
学
者
で
あ

っ
た
。
一
九
三
一
年
、
得
度
し
、
四
月
東
京
帝
国
大
学
支
那
文
学
学
科
へ
入
学
、
同

級
に
竹
内
好
が
い
た
。
浄
土
宗
か
ら
度
牒
を
授
か
り
、
泰
淳
と
改
名
す
る
。
左
翼
運

動
に
よ
っ
て
検
挙
後
、
東
京
帝
国
大
学
を
中
退
し
た
。
一
九
三
三
年
、
僧
侶
の
資
格

を
と
り
、
長
泉
院
、
西
光
寺
な
ど
で
僧
侶
を
つ
と
め
る
。
翌
年
、
竹
内
好
を
中
心
と

し
て
漢
学
で
は
な
く
現
代
中
国
文
学
の
研
究
を
目
的
と
す
る
中
国
文
学
研
究
会
が
発

足
し
、
同
人
と
な
っ
た
。

翌
年
、
中
国
文
学
研
究
会
機
関
誌
『
中
国
文
学
月
報
』
（
の
ち
に
『
中
国
文
学
』
）

を
創
刊
し
た
。
同
年
、
「
謝
冰
瑩
事
件
」
１

で
目
黒
警
察
署
に
四
五
日
間
拘
留
さ
れ
、

そ
の
後
、
左
翼
運
動
か
ら
離
れ
る
。
一
九
三
七
年
一
〇
月
召
集
令
状
を
受
け
、
近
衛

師
団
近
衛
歩
兵
第
一
旅
団
近
衛
歩
兵
第
二
聯
隊
の
補
充
兵
と
し
て
入
隊
、
上
海
派
遣

軍
の
二
等
兵
と
し
て
上
海
に
派
遣
さ
れ
る
。
翌
年
徐
州
会
戦
に
参
加
、
さ
ら
に
翌
年

一
〇
月
、
招
集
解
除
さ
れ
た
。

一
九
四
三
年
三
月
、『
中
国
文
学
』
が
九
二
号
で
廃
刊
と
な
り
、
四
月
、
書
き
下
ろ

し
で
『
司
馬
遷
』
を
日
本
評
論
社
か
ら
刊
行
し
た
。
翌
年
六
月
、
上
海
に
渡
り
中
日

文
化
協
会
附
属
東
方
文
化
編
訳
館
に
就
職
し
、
同
協
会
に
い
た
石
上
玄
一
郎
を
知
る
。

同
年
一
一
月
、
協
会
理
事
長
小
竹
文
夫
の
代
理
と
し
て
、
南
京
で
開
か
れ
た
大
東
亜

文
学
者
大
会
に
出
席
し
た
。
一
九
四
五
年
三
月
、
国
際
文
化
振
興
会
上
海
支
社
に
赴

任
し
て
き
た
堀
田
善
衞
を
知
り
、
草
野
心
平
に
招
か
れ
南
京
で
遊
ぶ
。
同
年
八
月
、

上
海
で
終
戦
を
迎
え
、
虹
口
の
日
僑
集
中
地
区
へ
収
容
、
俘
虜
管
理
所
で
の
生
活
が

始
ま
る
。

一
九
四
六
年
二
月
、
上
海
を
出
港
し
、
鹿
児
島
に
引
き
上
げ
る
。
西
光
寺
と
潮
江

院
の
兼
務
住
職
に
な
り
、
七
月
「
才
子
佳
人
」
を
発
表
す
る
。
翌
年
六
月
、
北
海
道

帝
国
大
学
法
文
学
部
講
師
と
な
り
、「
蝮
の
す
え
」
を
連
載
、
週
二
回
「
支
那
文
学
史

概
説
」
を
講
義
す
る
。
同
年
一
一
月
短
編
集
『
才
子
佳
人
』
を
刊
行
す
る
。
一
九
四

八
年
五
月
「
聖
女
侠
女
」
を
『
思
潮
』
一
〇
号
に
発
表
す
る
。
一
九
五
四
年
三
月
、

難
破
船
長
人
喰
事
件
を
取
材
し
た
「
ひ
か
り
ご
け
」
を
『
新
潮
』
に
発
表
、
同
年
三

月
か
ら
六
月
に
『
武
田
泰
淳
作
品
集
』
四
巻
を
講
談
社
か
ら
刊
行
し
た
。
一
九
七
一

年
六
月
に
は
『
武
田
泰
淳
全
集
』
全
一
五
巻
別
巻
一
の
刊
行
が
始
ま
る
（
一
九
七
三

年
三
月
完
結
）
。
一
九
七
三
年
三
月
、
堀
田
善
衞
と
『
対
話

私
は
も
う
中
国
を
語
ら

な
い
』
を
刊
行
す
る
。
一
九
七
六
年
上
海
を
回
顧
す
る
「
上
海
の
螢
」
を
発
表
す
る

が
、
シ
リ
ー
ズ
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
自
伝
は
一
編
を
の
こ
し
て
未
完
と
な
る
。
同
年

一
〇
月
五
日
午
前
一
時
半
、
逝
去
す
る
。
遺
稿
集
『
上
海
の
螢
』（
中
央
公
論
社
）
は
、

｢

武
田
泰
淳
が
長
年
、
中
国
に
抱
い
て
い
た
深
い
愛
情
と
止
み
が
た
い
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア

が
全
篇
に
滲
ん
で
い
る｣

２

も
の
だ
っ
た
。
一
九
七
八
年
一
月
に
は
『
武
田
泰
淳
全
集
』

増
補
版
全
一
八
巻
別
巻
三
が
刊
行
さ
れ
た
（
一
九
八
〇
年
三
月
完
結
）
。

武
田
泰
淳
は
、
生
涯
に
五
回
中
国
を
体
験
し
て
い
る
。
一
回
目
は
、
一
九
三
七
年

一
〇
月
一
六
日
か
ら
一
九
三
九
年
一
〇
月
一
日
ま
で
、
一
兵
士
と
し
て
上
海
、
嘉
興
、

湖
州
、
杭
州
、
南
京
、
廬
州
、
徐
州
、
武
昌
、
南
昌
、
九
江
な
ど
を
廻
っ
た
。
二
回

目
は
、
一
九
四
四
年
六
月
か
ら
一
九
四
六
年
二
月
ま
で
上
海
に
滞
在
し
て
、
上
海
で

敗
戦
を
迎
え
た
。
三
回
目
は
、
一
九
六
一
年
一
一
月
一
八
日
か
ら
一
二
月
四
日
ま
で
、

中
国
対
外
文
化
協
会
の
招
い
た
日
本
文
学
代
表
団
の
一
員
と
し
て
椎
名
麟
三
、
中
村
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（
二
〇
二
三
年
十
月
三
一
日
受
付
、
二
〇
二
三
年
十
二
月
四
日
受
理
）



光
夫
、
堀
田
善
衞
と
一
緒
に
広
州
、
北
京
、
洛
陽
、
西
安
、
重
慶
、
上
海
、
杭
州
と

廻
っ
た
。
四
回
目
は
、
一
九
六
四
年
三
月
に
中
国
作
家
協
会
、
中
国
人
民
対
外
協
会

の
招
き
で
大
岡
昇
平
、
亀
井
勝
一
郎
、
由
起
し
げ
子
と
北
京
、
西
安
、
上
海
な
ど
を

廻
っ
た
。
五
回
目
は
、
一
九
六
七
年
四
月
一
三
日
か
ら
五
月
七
日
ま
で
、
中
国
作
家

協
会
の
招
き
で
杉
森
久
英
、
尾
崎
秀
樹
、
永
井
路
子
と
一
緒
に
北
京
、
西
安
、
上
海
、

杭
州
、
長
沙
な
ど
を
廻
っ
た
。
紹
興
で
は
、『
秋
風
秋
雨
人
を
愁
殺
す

秋
瑾
女
士
伝
』

の
モ
デ
ル
秋
瑾
の
遺
跡
を
訪
ね
て
い
る
。

武
田
泰
淳
の
作
中
で
は
「
女
性
た
ち
が
強
烈
な
魅
力
を
放
っ
て
い
る
」
３

と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
揚
子
江
に
何
度
も
立
っ
た
武
田
泰
淳
は
、
上
海
を
舞
台
に
さ
ま
ざ
ま
な

女
性
を
描
き
出
し
た
。
秋
瑾
伝
の
秋
瑾
は
実
在
の
人
物
で
あ
り
、
西
湖
の
ほ
と
り
に

立
つ
白
亜
の
巨
大
な
秋
瑾
像
は
圧
倒
的
な
迫
力
だ
が
、
武
田
泰
淳
の
描
く
秋
瑾
に
は
、

独
特
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
が
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
女
性
革
命
家
秋
瑾
（
一
八
七
五―

一
九
〇
七
）
が
生
き
た
清
朝
末
期
の
動
乱
は
凄
ま
じ
く
、
日
本
留
学
か
ら
帰
国
し
て

辛
亥
革
命
に
身
を
投
じ
た
異
国
の
未
見
の
女
性
に
捧
げ
た
白
眉
の
評
伝
と
い
え
る
。

著
書
口
絵
の
秋
瑾
は
処
刑
前
後
の
獄
衣
姿
の
悲
壮
な
姿
で
は
な
く
日
本
髪
、
和
服
で

日
本
刀
を
構
え
た
日
本
留
学
当
時
の
若
々
し
い
姿
を
日
本
の
読
者
に
刻
印
し
て
い
る
。 

時
代
は
降
っ
て
、
戦
時
上
海
に
一
人
の
日
本
人
女
性
が
登
場
す
る
。
武
田
泰
淳
が

描
く
室
伏
ク
ラ
ラ
で
あ
る
。
中
国
を
愛
し
て
絶
え
な
い
武
田
泰
淳
は
、
や
は
り
中
国

を
愛
し
て
止
ま
な
い
二
二
歳
の
若
き
日
本
人
女
性
を
日
中
戦
争
と
い
う
動
乱
の
な
か

で
生
き
抜
い
た
姿
を
同
時
代
に
生
き
た
証
と
し
て
自
作
に
蘇
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。

二
．
室
伏
ク
ラ
ラ
に
つ
い
て

室
伏
ク
ラ
ラ
（
一
九
一
八―

一
九
四
七
）
は
、
リ
ベ
ラ
ル
派
の
評
論
家
室
伏
高
信

（
一
八
九
二―

一
九
七
〇
）
の
長
女
で
あ
る
。
室
伏
高
信
は
父
と
し
て
娘
の
死
後
、

そ
の
短
い
生
涯
を
エ
ッ
セ
イ
「
ク
ラ
ラ
の
こ
と
」
（
『
人
生
逍
遥
』
）
に
綴
っ
て
い
る
。 

八
つ
の
年
か
ら
、
彼
女
の
父
親
は
放
浪
生
活
を
は
じ
め
、
彼
女
と
、
そ
の
二

人
の
妹
と
、
母
親
と
を
残
し
て
、
再
び
そ
の
家
庭
に
か
へ
つ
て
は
ゆ
か
な
か
つ

た
。
三
十
五
歳
の
時
か
ら
孤
独
を
守
り
つ
づ
け
、
若
い
未
亡
人
の
や
う
に
し
て

生
活
し
て
ゐ
る
、
美
貌
で
貞
淑
な
母
親
が
、
一
層
不
幸
で
あ
る
か
、
或
は
幼
い

時
か
ら
父
親
な
し
で
、
ひ
そ
か
に
小
さ
い
胸
を
い
た
め
て
来
た
ク
ラ
ラ
と
、
そ

の
二
人
の
妹
と
が
、
一
層
に
不
幸
で
あ
る
か
。
４

『
改
造
』『
日
本
評
論
』
と
い
っ
た
日
本
を
代
表
す
る
総
合
雑
誌
の
主
筆
を
歴
任
し
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
室
伏
高
信
は
ク
ラ
ラ
誕
生
後
、
八
年
に
し
て
出
奔
し
た
。

妹
エ
ミ
ヤ
と
並
び
神
奈
川
県
藤
沢
市
鵠
沼
の
林
を
背
景
に
写
し
た
和
装
の
ク
ラ
ラ
は

一
二
歳
前
後
で
あ
り
、
一
〇
年
後
の
上
海
で
撮
ら
れ
た
『
大
陸
新
報
』（
一
九
四
〇
年

一
一
月
七
日
）
の
写
真
と
は
印
象
が
全
く
違
う
。
思
春
期
の
室
伏
ク
ラ
ラ
は
四
年
前

の
父
親
の
失
踪
の
暗
い
影
を
背
負
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
表
情
が
重
く
曇
っ
て
い
る
。

ほ
っ
そ
り
し
た
体
型
は
変
わ
ら
ず
、
日
本
語
新
聞
の
紙
面
と
い
う
公
共
性
も
あ
っ
て

か
、
国
策
宣
伝
と
い
う
立
場
を
わ
き
ま
え
サ
ー
ビ
ス
シ
ョ
ッ
ト
の
笑
顔
満
面
で
応
え

て
い
る
。
ス
ナ
ッ
プ
写
真
の
記
事
に
は
「
上
海
は
堅
実

南
京
政
庁
に
咲
く
大
和
撫

子

室
伏
ク
ラ
ラ
さ
ん
の
弁
」
と
い
う
見
出
し
が
つ
い
て
い
る
５

。

國
民
政
府
宣
伝
部
の
一
員
と
し
て
去
る
二
日
渡
支
早
々
若
き
身
を
戦
後
の
日

支
文
化
提
携
の
た
め
活
躍
、
首
都
南
京
政
庁
に
咲
い
た
名
花
一
輪
と
し
て
人
気

を
さ
ら
つ
て
ゐ
る
情
熱
の
評
論
家
室
伏
高
信
氏
の
令
嬢
ク
ラ
ラ
さ
ん
（
二
二
）

が
六
日
ひ
よ
つ
こ
り
来
滬
し
た
／
彼
女
は
東
京
女
子
大
学
在
学
中
に
父
室
伏

高
信
氏
の
情
熱
に
培
は
れ
て
新
生
支
那
へ
の
強
い
憧
れ
を
持
ち
「
大
陸
に
骨
を

埋
め
て
も…

」
と
ま
で
真
剣
な
決
意
を
固
め
て
父
を
口
説
く
こ
と
一
年
余
、
漸

く
許
し
を
得
て
父
室
伏
高
信
氏
の
親
友
の
國
民
政
府
宣
伝
部
長
林
怕
生
氏
に

宛
て
た
〝
娘
ク
ラ
ラ
を
日
支
文
化
の
た
め
に
働
か
し
て
下
さ
い…

〟
と
の
書

簡
を
一
本
携
え
て
単
身
支
那
海
を
渡
つ
て
去
る
一
日
南
京
に
着
い
た
の
で
あ

る
／
ク
ラ
ラ
さ
ん
は
ア
ス
タ
ー
ハ
ウ
ス
で
紫
の
支
那
服
に
若
鮎
の
や
う
な
ピ

チ
ピ
チ
し
た
身
体
を
包
ん
で
次
の
如
く
語
つ
た
／
「
船
に
乗
っ
て
初
め
て
日
本

の
地
を
離
れ
た
時
に
は
一
寸
セ
ン
チ
に
な
り
ま
し
た
わ
、
東
京
で
北
京
語
を
勉

強
し
て
来
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
所
に
よ
っ
て
言
葉
が
違
ふ
ん
で
困
つ
て
ゐ
ま
す

南
京
の
宣
伝
部
は
広
東
語
が
主
で
す
か
ら
私
は
何
が
何
だ
か
見
当
が
つ
か
な

く
て
マ
ゴ
マ
ゴ
し
て
ゐ
る
所
で
す
、
上
海
は
東
京
で
考
へ
て
ゐ
た
程
派
手
ぢ
や

な
い
ん
で
す
ね
殊
に
居
留
民
の
真
面
目
な
の
に
は
心
か
ら
敬
服
し
ま
し
た
」

ク
ラ
ラ
と
い
う
当
時
の
日
本
人
女
性
に
珍
し
い
名
前
は
、
父
親
が
社
会
主
義
系
の

ド
イ
ツ
人
女
性
解
放
運
動
家
ク
ラ
ラ
・
ツ
ェ
ト
キ
ン
に
ち
な
ん
だ
と
い
う
（
『
椰
子
』

育
成
社
弘
道
閣
、
一
九
四
二
年
一
月
）
が
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
多
い

命
名
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
室
伏
ク
ラ
ラ
が
、
諸
星
あ
き
こ
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で

翻
訳
し
た
謝
冰
瑩
（
一
九
〇
六―

二
〇
〇
〇
）
の
『
女
兵
士
の
自
伝
』
（
青
年
書
房
、

一
九
三
九
年
二
月
）
巻
末
広
告
文
は
実
名
で
「
支
那
の
女
性
、
社
会
、
風
俗
、
習
慣

等
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
ゞ
き
た
い
」
と
あ
る
。
ま
た
、
周
希
瑜
は
「
室
伏
ク
ラ

ラ
は
明
ら
か
に
父
の
室
伏
孝
信
と
違
い
、
空
洞
化
し
て
い
た
発
言
で
は
な
く
、
よ
り

実
際
的
な
翻
訳
を
通
し
て
日
中
関
係
の
相
違
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
表
明
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
」
６

と
指
摘
し
て
い
る
。

同
年
代
の
中
国
人
女
性
作
家
の
描
く
ヒ
ロ
イ
ン
像
に
国
籍
は
違
っ
て
も
共
通
す
る

女
性
の
生
き
方
を
み
た
に
違
い
な
い
。
謝
冰
瑩
は
、
湖
南
省
出
身
で
、
革
命
思
想
に

目
覚
め
、
武
漢
の
中
央
軍
事
政
治
学
校
に
入
学
し
、
女
性
部
隊
に
配
属
さ
れ
て
北
伐

に
参
加
し
た
際
の
「
従
軍
日
記
」
が
林
語
堂
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
世
間
に
知
ら
れ
た
。

部
隊
解
散
後
故
郷
に
帰
っ
て
結
婚
を
拒
否
、
家
出
を
三
度
す
る
が
失
敗
し
、
監
禁
さ

荻原桂子 2



れ
結
婚
す
る
が
夫
に
離
婚
を
承
諾
さ
せ
た
顛
末
が
「
一
個
女
兵
的
自
伝
」（
一
九
三
六

年
）
で
あ
る
。
中
国
語
を
習
い
始
め
て
か
ら
一
年
後
の
室
伏
ク
ラ
ラ
は
、
出
版
さ
れ

た
ば
か
り
の
現
代
中
国
文
学
の
日
本
語
へ
の
翻
訳
を
は
た
し
て
い
る
。
謝
冰
瑩
は
、

一
九
三
一
年
に
は
日
本
留
学
の
経
験
も
あ
り
、
一
九
三
五
年
に
は
再
来
日
し
て
早
稲

田
大
学
に
学
び
、
竹
内
好
や
武
田
泰
淳
と
も
交
流
し
て
い
る
。
一
九
七
三
年
か
ら
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
定
住
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
同
地
で
病
没
し
て
い
る
。

一
九
四
〇
年
、
室
伏
ク
ラ
ラ
は
二
二
歳
で
父
の
友
人
で
あ
る
草
野
心
平
を
頼
っ
て

中
国
に
渡
っ
た
。
当
時
草
野
心
平
は
、
汪
精
衛
「
南
京
政
府
」
の
宣
伝
部
の
顧
問
を

し
て
い
た
関
係
で
、
室
伏
ク
ラ
ラ
は
南
京
政
府
の
宣
伝
部
部
長
で
あ
っ
た
林
柏
生
の

も
と
で
宣
伝
部
員
と
し
て
南
京
で
働
き
な
が
ら
、
林
の
妻
や
娘
に
日
本
語
を
教
え
た
。

一
九
四
二
年
一
月
ご
ろ
上
海
に
移
っ
た
理
由
と
し
て
、
熊
文
莉
は
「
こ
の
上
海
行
き

は
ク
ラ
ラ
の
中
国
文
学
志
向
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
南
京
は
当
時
、

完
全
に
日
本
の
支
配
下
に
あ
り
、
日
本
側
に
協
力
す
る
ご
く
少
数
の
「
漢
奸
」
文
人

以
外
、
中
国
人
の
作
家
が
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
南
京
に
対
し
、
上
海
の
状
況
は

全
く
違
う
。
当
時
の
上
海
文
壇
は
孤
島
文
学
の
時
期
に
あ
た
る
」
７

と
述
べ
て
い
る
。

日
本
語
新
聞
『
大
陸
新
報
』
一
九
四
四
年
六
月
二
〇
日
、
東
亜
同
文
書
院
の
英
文
学

教
授
で
あ
る
若
江
得
行
の
「
愛
愛
玲
記
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
が
載
っ
て
い
る
。

健
康
無
類
の
女
士
の
新
作
に
注
目
し
て
ゐ
る
人
は
、
私
の
や
う
な
英
文
学
徒

ば
か
り
で
な
く
、
北
京
大
学
支
那
文
学
出
身
の
日
本
の
学
徒
の
中
に
も
有
り
、

怕
ら
く
、
予
且
氏
の
作
品
に
注
目
し
て
ゐ
る
人
の
中
に
も
有
る
筈
で
あ
る
。
中

国
の
新
し
い
雑
誌
は
、
中
国
の
人
等
と
同
じ
和
の
日
本
人
に
読
ま
れ
る
日
は
既

に
来
て
ゐ
る
。
黙
つ
て
愛
読
し
て
ゐ
る…

…

日
本
の
読
者
も
沢
山
居
る
の
だ
。

新
刊
雑
誌
が
出
る
度
毎
に
目
の
色
を
変
へ
て
街
頭
を
馳
駆
す
る
日
本
人
が
居

る
の
だ
と
云
ふ
事
を
、
是
非
御
了
解
願
ひ
度
い
。

陸
の
孤
島
と
呼
ば
れ
た
上
海
で
開
花
し
た
張
愛
玲
の
作
品
「
燼
余
録
」（
一
九
四
四

年
二
月
月
刊
『
天
地
』
掲
載
、
同
年
一
二
月
『
流
言
』
収
録
）
を
、
室
伏
ク
ラ
ラ
は

一
九
四
四
年
六
月
二
〇
日
か
ら
二
八
日
に
か
け
て
七
回
『
大
陸
新
報
』
に
連
載
し
て

い
る
。
室
伏
ク
ラ
ラ
が
、
渡
中
し
た
一
九
四
〇
年
代
は
、
日
中
戦
争
の
た
だ
中
で
あ

っ
た
。
父
室
伏
高
信
は
、
二
二
歳
の
娘
を
一
人
旅
立
た
せ
る
こ
と
は
不
安
で
あ
っ
た
。

彼
女
が
上
海
に
出
か
け
た
の
は
、
三
年
前
の
十
月
で
あ
つ
た
。
ま
だ
二
十
二

歳
の
若
さ
で
も
あ
る
し
、
肋
膜
を
疾
ん
で
ゐ
る
う
へ
に
、
蒲
柳
の
質
で
あ
る
彼

女
を
、
気
候
も
悪
く
、
ま
た
一
種
の
暗
黒
面
を
も
つ
て
ゐ
る
こ
の
世
界
都
市
に
、

一
人
で
出
し
て
や
る
の
は
、
た
し
か
に
一
つ
の
冒
険
で
あ
る
と
は
思
つ
た
が
、

彼
女
が
た
つ
て
の
希
望
で
あ
る
の
で
、
彼
女
の
希
望
に
そ
ふ
こ
と
に
し
た
の
で

あ
つ
た
。
８

室
伏
高
信
は
一
九
三
六
年
、
読
売
新
聞
の
特
配
員
と
し
て
中
国
に
渡
り
、
胡
適
な

ど
の
中
国
文
人
と
知
り
合
い
に
な
っ
て
い
た
。
胡
適
と
の
公
開
往
復
書
簡
と
し
て
、

胡
適
「
日
本
国
民
に
告
ぐ
」（
『
日
本
評
論
』
一
九
三
五
年
一
一
月
一
日
）
、
室
伏
高
信

｢

胡
適
之
に
答
ふ
る
書
」
（
『
日
本
評
論
』
一
九
三
五
年
一
二
月
一
日
）
、
胡
適
「
室
伏

高
信
先
生
に
答
え
る
」（
『
日
本
評
論
』
一
九
三
六
年
一
月
一
日
）
、
室
伏
高
信
「
再
び

胡
適
之
に
答
ふ
る
書
」（
『
日
本
評
論
』
一
九
三
六
年
二
月
一
日
）
、
室
伏
高
信
「
胡
適

再
見
記
」（
『
読
売
新
聞
』
一
九
三
六
年
七
月
二
三
日
）
が
あ
る
。
室
伏
高
信
は
、「
貴

国
の
統
一
を
望
み
ま
す
。（
中
略
）
私
達
は
中
国
人
が
ど
の
よ
う
に
考
へ
、
中
国
が
ど

の
よ
う
な
方
向
に
向
ひ
つ
ゝ
あ
る
か
を
知
つ
て
お
く
だ
け
で
十
分
で
あ
る
。
そ
し
て

外
部
か
ら
の
分
裂
政
策
が
却
つ
て
民
族
統
一
の
逆
効
果
を
示
す
も
の
だ
と
い
ふ
こ
と

の
不
朽
の
真
理
を
」
９

と
胡
適
に
真
意
を
吐
露
し
て
い
る
。
内
地
の
誰
よ
り
も
中
国
の

現
状
を
知
り
尽
く
し
て
い
た
室
伏
高
信
に
と
っ
て
、
娘
ク
ラ
ラ
を
戦
時
上
海
に
送
り

出
す
に
は
相
当
の
覚
悟
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
の
頃
彼
女
は
恋
愛
を
お
ぼ
え
て
ゐ
た
や
う
で
あ
つ
た
。
支
那
語
を
お
し
へ

て
ゐ
た
何
が
し
と
い
ふ
先
生
と
恋
仲
に
な
り
、
し
ょ
つ
ち
ゅ
う
そ
の
人
と
行
き

き
を
し
て
ゐ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
そ
の
先
生
に
は
夫
人
が
あ
つ
て
、
望
ま
し

い
こ
と
で
は
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
１
０

室
伏
高
信
は
、
自
分
自
身
が
三
回
の
恋
愛
か
ら
妻
子
を
棄
て
て
出
奔
し
た
経
験
が

あ
り
、
恋
愛
関
係
の
も
つ
れ
か
ら
東
京
を
離
れ
た
い
と
い
う
娘
の
希
望
を
受
け
入
れ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
聡
明
な
父
譲
り
の
頭
脳
を
も
っ
た

娘
に
、
父
は
一
縷
の
望
み
を
も
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
室
伏
ク
ラ
ラ
の
翻
訳
活
動

は
、
父
で
あ
る
室
伏
高
信
が
で
き
な
か
っ
た
中
国
人
（
女
性
）
へ
の
連
帯
感
や
中
国

文
化
へ
の
深
い
理
解
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
男
性
で
あ
る
室
伏
高
信
と
同
様
、
中

国
人
女
性
の
表
象
に
並
々
な
ら
ぬ
固
執
を
し
続
け
た
作
家
武
田
泰
淳
の
室
伏
ク
ラ
ラ

像
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

三
．
「
聖
女
侠
女
」
の
マ
リ
ヤ

武
田
泰
淳
は
「
彼
独
特
の
〈
女
性
〉
と
い
う
〈
他
者
〉
に
対
し
て
抱
く
根
源
的
な

感
覚
」
１
１

を
も
っ
て
、〈
中
国
も
の
〉
に
女
性
を
描
き
続
け
た
。
室
伏
ク
ラ
ラ
が
上
海

で
逝
去
し
た
翌
年
の
一
九
四
八
年
、
雑
誌
『
思
潮
』
に
発
表
さ
れ
た
。
一
九
四
九
年

一
月
、
臼
井
書
房
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
月
光
都
市
』
に
収
録
さ
れ
た
「
聖
女
侠
女
」

に
は
、
室
伏
ク
ラ
ラ
が
「
聖
女
」
マ
リ
ヤ
と
し
て
描
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
私
は
は
じ
め
の
う
ち
、
マ
リ
ヤ
さ
ん
を
馬
鹿
に
し
て
い
た
」
と
冒
頭
で
語
り
出
す

の
は
、
梅
女
士
と
呼
ば
れ
る
「
侠
女
」
で
あ
る
。
武
田
泰
淳
は
、
男
性
視
点
で
は
な

く
、
女
性
の
視
点
か
ら
の
女
語
り
で
、
室
伏
ク
ラ
ラ
と
い
う
希
有
の
女
性
文
学
者
を

冷
徹
に
描
き
出
す
。
若
い
女
性
に
対
し
て
男
語
り
だ
と
甘
く
な
る
危
険
を
避
け
る
か

の
よ
う
に
徹
頭
徹
尾
女
語
り
の
立
場
を
貫
い
て
マ
リ
ヤ
を
描
い
て
い
る
。
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「
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ヤ
は
キ
リ
ス
ト
一
人
を
男
の
中
の
男
と
し
て
信
じ
た
と
い
う
話

だ
け
れ
ど
、
上
海
の
マ
リ
ヤ
さ
ん
は
あ
ら
ゆ
る
男
を
信
じ
て
い
た
」
の
で
あ
る
。

中
国
人
と
も
、
中
年
男
と
も
、
軍
人
と
も
、
商
人
と
も
、
同
棲
し
て
は
別
れ
、

別
れ
る
と
す
ぐ
住
み
か
え
る
。
防
ぎ
も
せ
ず
、
守
り
も
せ
ず
、
荒
だ
て
も
せ
ず
、

考
え
を
め
ぐ
ら
す
で
も
な
く
、
何
の
気
な
し
に
身
体
を
ま
か
せ
て
し
ま
う
。

私
（
梅
女
士
）
は
侠
女
と
し
て
「
や
る
こ
と
は
や
っ
て
の
け
て
死
ぬ
」
の
に
対
し
て
、

マ
リ
ヤ
は
聖
女
と
し
て
「
愛
せ
る
だ
け
愛
し
て
死
ぬ
」
と
い
う
運
命
を
受
け
入
れ
て

い
る
。
武
田
泰
淳
の
マ
リ
ヤ
へ
の
救
い
よ
う
の
な
い
凄
惨
な
イ
メ
ー
ジ
は
ど
こ
か
ら

く
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
マ
リ
ヤ
さ
ん
の
お
父
さ
ん
は
、
あ
の
有
名
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
、

欧
米
を
漫
游
し
た
自
由
主
義
の
紳
士
、
私
の
弟
な
ん
か
が
殺
し
て
も
あ
き
足
り
な
い

と
憤
慨
し
て
い
た
、
文
明
人
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
や
作
品
中
で
マ
リ
ヤ
の
雑
誌
に
発

表
し
た
「
私
の
骨
が
椅
子
に
よ
り
か
か
っ
て
い
る
、
そ
の
か
た
ち
」
と
い
う
詩
は
実

際
の
室
伏
ク
ラ
ラ
の
一
九
四
四
年
『
亜
細
亜
』
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
詩
で
あ
る
こ

と
か
ら
も
、
マ
リ
ヤ
が
室
伏
ク
ラ
ラ
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
こ
と
が
誰
に
も
わ
か
る
。 

室
伏
高
信
自
身
が
、
上
海
の
娘
ク
ラ
ラ
に
対
し
て
苦
渋
の
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。

彼
女
に
会
つ
た
の
は
、
手
紙
を
う
け
と
つ
て
か
ら
一
週
間
後
の
あ
る
日
、
第
一

ホ
テ
ル
の
サ
ロ
ン
に
お
い
て
で
あ
つ
た
。
見
違
へ
る
ほ
ど
彼
女
は
ふ
け
て
ゐ
た
。

数
へ
て
見
る
と
、
彼
女
は
二
十
五
歳
に
な
つ
て
ゐ
る
。
も
う
立
派
に
一
人
前
の

女
に
な
つ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
り
、
彼
女
の
荒
ん
だ
生
活
ぶ
り
は
、
か
ね
て
耳
に

し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
ま
た
そ
の
噂
が
真
実
で
あ
る
に
相
違
な
い
の
で

あ
る
。
１
２

父
の
目
か
ら
見
て
も
死
の
二
年
前
の
室
伏
ク
ラ
ラ
は
異
常
な
肢
体
を
さ
ら
し
て
い

た
。
武
田
泰
淳
は
作
品
の
な
か
で
侠
女
で
あ
る
私
に
マ
リ
ヤ
を
毒
づ
か
せ
て
い
る
。

マ
リ
ヤ
の
衰
弱
に
は
た
し
か
に
異
常
な
点
が
見
え
た
。
そ
れ
を
私
は
だ
ら
し
が

な
い
と
舌
打
ち
し
、
不
潔
だ
と
眉
を
ひ
そ
め
た
が
、
そ
の
日
の
彼
女
の
白
痴
の

よ
う
に
投
げ
や
り
な
挙
動
で
、「
こ
の
娘
も
、
も
う
永
い
こ
と
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。
あ
っ
け
な
く
、
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
」
と
見
き
り
を
つ
け
、
あ
わ

れ
み
と
軽
蔑
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

マ
リ
ヤ
を
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
幽
霊
」
と
呼
ぶ
男
た
ち
の
な
か
で
、
私
は
「
焼
き
つ

く
よ
う
な
憎
悪
に
か
ら
れ
」
る
が
、
戦
時
上
海
に
あ
っ
て
占
領
側
の
日
本
人
で
あ
り

な
が
ら
、
中
国
を
愛
し
て
止
ま
な
い
マ
リ
ヤ
は
、
幽
霊
と
な
っ
て
生
き
る
し
か
な
い

の
で
あ
る
。「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
幽
霊
」
と
し
て
生
き
て
い
る
の
は
、
マ
リ
ヤ
だ
け
で
は

な
い
。
武
田
泰
淳
自
身
が
日
本
人
と
し
て
中
国
に
生
き
る
こ
と
に
、
自
己
嫌
悪
と
憎

悪
の
感
情
を
内
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
終
戦
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
る
。「
終
戦
後
の
上
海
に
つ
い
て
私
は
あ
ま

り
語
り
た
く
な
い
。
」
と
本
音
が
吐
か
れ
、
「
あ
の
お
そ
ろ
し
い
虚
脱
状
態
の
真
夜
中

に
お
か
れ
た
時
、
男
た
ち
の
自
信
や
勇
気
や
知
慧
が
、
ど
ん
な
に
は
か
な
く
四
散
し

て
し
ま
っ
た
か
」
と
い
う
の
で
あ
る
。｢

マ
リ
ヤ
さ
ん
は
虹
口
の
南
の
は
ず
れ
で
岸
と

い
う
恋
人
と
同
棲
し
て
い
る
と
い
う
う
わ
さ
」
が
あ
っ
て
、「
岸
と
い
う
大
使
館
員
は
、

私
の
ふ
れ
た
く
な
い
日
僑
の
醜
悪
さ
を
一
番
豊
富
に
持
っ
て
い
る
男
」
と
し
て
登
場

す
る
。「
べ
っ
甲
色
の
ロ
イ
ド
眼
鏡
を
か
け
、
小
さ
な
、
黒
い
顔
を
し
て
、
海
軍
の
宣

伝
で
い
い
顔
に
な
り
、
え
ば
り
ち
ら
し
て
い
た
く
せ
に
、
終
戦
後
二
月
に
な
ら
な
ぬ

う
ち
、
重
慶
側
の
対
日
工
作
の
機
関
に
入
り
、
自
称
民
主
主
義
に
早
が
わ
り
し
た
よ

う
な
男
」
は
武
田
泰
淳
自
身
を
含
め
た
敗
戦
後
の
男
た
ち
の
表
象
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
ん
な
男
に
対
し
て
、
マ
リ
ヤ
は
「
男
は
み
ん
な
神
様
な
の
よ
」
と
哀
訴
す
る
。
私

は
「
岸
を
い
じ
め
な
い
で
」
と
哀
願
す
る
マ
リ
ヤ
に
対
し
て
、
私
は
言
葉
を
失
う
。

岸
や
、
そ
の
ほ
か
の
男
た
ち
、
マ
リ
ヤ
さ
ん
を
こ
ん
に
し
て
し
ま
い
、
ふ
り
む

き
も
し
な
い
上
海
在
住
の
日
本
の
男
た
ち
が
、
殺
し
て
も
飽
き
足
り
な
か
っ
た
。

だ
が
、
そ
の
腹
だ
た
し
さ
、
イ
ヤ
ら
し
さ
の
粘
液
の
中
に
、
一
脈
の
悲
し
み
の

清
水
が
、
今
ま
で
感
じ
た
こ
と
の
な
い
澄
ん
で
光
る
悲
し
み
の
流
れ
が
、
少
し

ず
つ
流
れ
は
じ
め
る
よ
う
な
気
も
し
た
。

｢

死
に
か
か
っ
た
マ
リ
ヤ
さ
ん
の
、
し
な
び
は
て
た
身
体
か
ら
、
野
心
の
み
ち
た
強
壮

な
私
の
身
体
へ
と
、
水
の
よ
う
に
し
み
わ
た
っ
て
来
た｣

も
の
は
、
マ
リ
ヤ
と
い
う
女

の
真
実
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。「
女
と
い
う
も
ん
は
、
わ
る
い
奴
だ
か
ら
」

と
い
う
台
詞
は
、
聖
女
マ
リ
ヤ
に
よ
っ
て
昇
華
さ
れ
た
と
い
え
る
。

四
．
お
わ
り
に

武
田
泰
淳
が
エ
ッ
セ
イ
で
「
作
家
は
、
ま
ず
自
分
を
書
き
、
自
分
以
外
の
人
間
を

書
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
二
つ
の
事
業
は
、
女
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
は
た
さ

れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
女
は
女
自
身
、
す
べ
て
の
悪
な
る
も
の
、
善
な
る
も
の
、
人

間
的
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
呼
び
さ
ま
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
」
１
３

と

書
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
高
崎
俊
夫
は
、「
女
が
書
き
た
い
」
と
い
う
作
家
の
願
い
は

『
淫
女
と
豪
傑

武
田
泰
淳
中
国
小
説
集
』
に
お
い
て
「
理
想
的
な
形
で
実
現
さ
れ

て
い
る
」
１
４

と
指
摘
す
る
。
中
国
人
秋
瑾
や
日
本
人
室
伏
ク
ラ
ラ
と
い
っ
た
実
在
の

女
を
モ
デ
ル
に
し
た
中
国
小
説
は
時
代
や
空
間
を
超
え
て
、
武
田
泰
淳
の
中
国
を
読

者
に
鮮
烈
に
刻
印
す
る
。

戦
後
も
上
海
に
留
ま
り
一
九
四
七
年
に
肺
結
核
で
逝
去
し
た
ク
ラ
ラ
の
遺
品
か
ら

父
が
掲
載
し
た
未
完
の
遺
作
「
あ
き
こ
は
あ
き
こ
ひ
と
り
の
死
を
死
ぬ
」
（
『
青
年
』

一
九
四
八
年
五
月
）
は
、「
聖
女
侠
女
」
の
マ
リ
ヤ
の
死
と
重
な
る
。
詩
の
「
台
所
に

生
え
た
菌
の
よ
う
に
哀
れ
な
形
態
を
し
て
い
る
の
が
今
の
あ
き
こ
の
実
際
の
姿
な
の

だ
、
何
処
へ
、
と
言
つ
て
行
く
と
こ
ろ
も
な
く
、
ま
た
行
け
る
と
も
思
わ
ず
行
こ
う

と
も
考
え
な
い
」
は
マ
リ
ヤ
の
魂
魄
と
重
な
る
。
武
田
泰
淳
に
と
っ
て
、「
女
を
書
く
」
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こ
と
は
、
他
者
と
い
う
概
念
を
表
象
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

武
田
泰
淳
は
「
女
に
つ
い
て
」
で
、「
殺
人
犯
ラ
ス
コ
ル
ニ
コ
フ
に
と
っ
て
、
売
春

婦
ソ
ー
ニ
ャ
は
救
い
で
あ
っ
た
」１
５

と
書
い
た
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
『
罪
と
罰
』

で
描
い
た
ソ
ー
ニ
ャ
の
聖
女
性
と
娼
婦
性
は
、
死
か
狂
気
か
宗
教
か
と
い
う
「
三
つ

の
道
」
を
示
す
だ
け
は
な
く
、
宗
教
の
道
を
切
り
開
く
た
め
に
は｢

い
っ
そ
淫
蕩
に
身

を
ゆ
だ
ね
て
、
理
性
を
麻
痺
さ
せ
、
心
を
石
に
か
え
て
し
ま
う
こ
と
だ
」
と
い
う
最

後
の
「
救
い
」
を
開
示
し
た
。
「
聖
女
侠
女
」
の
マ
リ
ヤ
は
ま
さ
に｢

心
を
石
に
か
え

て
し
ま
う｣

ま
で
に
心
身
と
も
に
衰
弱
し
て
し
ま
う
。
武
田
泰
淳
が
描
こ
う
と
し
た
女

は
、
聖
女
性
と
娼
婦
性
を
兼
ね
備
え
た
ソ
ー
ニ
ャ
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

「
女
と
い
う
も
の
は…

…

」
私
は
、
私
の
方
へ
ふ
り
む
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
マ

リ
ヤ
さ
ん
の
、
み
じ
め
な
顔
、
あ
ま
り
に
邪
気
が
な
い
た
め
に
か
え
っ
て
ゾ
ッ

と
す
る
顔
を
意
識
し
な
が
ら
、
ド
ア
の
ハ
ン
ド
ル
に
手
を
か
け
る
。

作
品
の
最
後
で
マ
リ
ヤ
と
室
伏
ク
ラ
ラ
の
死
が
重
な
る
。
死
の
数
時
間
前
に
書
い

た
と
い
う
娘
の
手
紙
に
同
封
さ
れ
た
二
枚
の
写
真
を
み
る
父
室
伏
高
信
の
姿
は
痛
ま

し
い
。
戦
時
中
国
へ
の
渡
航
に
不
安
を
抱
き
な
が
ら
室
伏
高
信
は
「
一
種
の
暗
黒
面

も
っ
て
い
る
こ
の
世
界
都
市
」
上
海
に
娘
を
送
り
出
し
た
。
南
京
政
府
に
雇
わ
れ
て
、

林
柏
生
の
も
と
で
宣
伝
部
員
と
し
て
働
い
て
い
た
室
伏
ク
ラ
ラ
の
ま
わ
り
は
さ
ま
ざ

ま
な
日
中
の
文
化
人
と
の
交
流
が
生
ま
れ
た
。
武
田
泰
淳
は
、
室
伏
ク
ラ
ラ
の
最
期

を
作
品
に
書
き
留
め
た
こ
と
で
、
国
策
宣
伝
と
し
て
存
在
し
無
惨
に
葬
り
去
ら
れ
た

一
人
の
女
を
聖
女
と
し
て
昇
華
し
た
の
で
あ
る
。

注１
一
九
三
五
年
に
武
田
が
左
翼
活
動
か
ら
離
れ
る
契
機
と
な
る
「
謝
冰
瑩
事
件
」
が
起
こ
る
。 

謝
冰
瑩
は
北
伐
に
参
加
し
た
女
性
兵
士
で
あ
り
、『
従
軍
日
記
』（
一
九
二
七
年
）
を
書
い
た

作
家
で
あ
る
。
武
田
は
「
中
国
文
学
研
究
会
」
の
活
動
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
。
武
田
は
、

反
日
分
子
と
し
て
溥
儀
暗
殺
の
嫌
疑
を
受
け
て
い
た
謝
冰
瑩
の
ア
パ
ー
ト
の
世
話
や
、
日
本

語
と
中
国
語
の
交
換
教
授
を
お
こ
な
っ
て
い
た
た
め
、
同
胞
で
な
い
か
と
疑
わ
れ
、
勾
留
さ

れ
た
。
武
田
は｢

謝
冰
瑩
女
士
の
事
件
は
、
二
十
四
歳
の
私
に
か
な
り
の
影
響
を
あ
た
え
た
。

私
に
は
そ
の
事
件
以
来
、
す
こ
ぶ
る
用
心
ぶ
か
く
も
な
り
、
如
何
な
る
行
為
を
な
す
場
合
に

も
、
い
ち
お
う
疑
っ
て
か
ら
と
り
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
利
口
に
な
っ
た
か
わ
り
に
は
、

無
邪
気
さ
を
失
っ
た｣

（
「
謝
冰
瑩
事
件
」
一
九
四
七
年
）
と
述
べ
た
。

２
高
崎
俊
夫
「
編
者
あ
と
が
き
」
『
武
田
泰
淳
中
国
小
説
集

淫
女
と
豪
傑
』
中
公
文
庫
、

二
〇
一
三
年
、
二
四
九
頁
。

３
高
崎
俊
夫

同
掲
書
、
二
五
〇
頁
。

４
室
伏
高
信
「
ク
ラ
ラ
の
こ
と
」
『
追
放
記―

人
生
逍
遥
』
第
四
書
房
、
一
九
五
〇
年
、
九
九

頁
。

５
邦
字
新
聞
『
大
陸
新
報
』
一
九
四
〇
年
一
一
月
七
日
。

６
周
希
瑜
「
日
本
占
領
下
の
中
国
に
お
け
る
室
伏
ク
ラ
ラ
の
翻
訳
活
動
」
『
中
国
研
究
月
報
』

第
七
七
巻
第
二
号
、
二
〇
二
三
年
二
月
、
二
八
頁
。

７
熊
文
莉
「
上
海
に
お
け
る
室
伏
ク
ラ
ラ
像―

「
聖
女
侠
女
」
と
「
予
定
時
間
」
に
関
す
る
一

考
察―

」
『
朝
日
大
学
一
般
教
育
紀
要
』
三
五
巻
、
二
〇
〇
九
年
、
六
五
頁
。

８
室
伏
高
信
「
ク
ラ
ラ
の
こ
と
」
前
掲
書
、
九
四
頁
。

９
胡
適
・
室
伏
高
信
「
胡
適
と
室
伏
高
信
の
公
開
往
復
書
簡
」
張
競
・
村
田
雄
二
郎
『
日
中
の

１
２
０
年

文
芸
・
評
論
作
品
選
２

敵
か
友
か

１
９
２
５―

１
９
３
６
』
岩
波
書
店
、

二
〇
一
六
年
、
二
六
七
頁
。

１０
室
伏
高
信
「
ク
ラ
ラ
の
こ
と
」
前
掲
書
、
九
五
頁
。

１１
高
崎
俊
夫

前
掲
書
、
二
五
一
頁
。

１２
室
伏
高
信

前
掲
書
、
一
〇
〇
頁

１３
武
田
泰
淳｢

女
に
つ
い
て
」『
武
田
泰
淳
全
集

第
十
二
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
、
一

一
一
頁
。

１４
高
崎
俊
夫

前
掲
書
、
二
五
五
頁
。

１５
武
田
泰
淳

前
掲
書
、
一
一
三
頁
。
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On Takeda Taijun’s “Seijo Kyōjo” 

－A Prism of Wartime Shanghai－ 

Keiko OGIHARA 

Department of Secondary Education, Faculty of Education  

Okayama University of Science, 

1-1 Ridai-cho, Kita-ku, Okayama 700-0005, Japan

Takeda Taijun (1912-1976) was one of the leading writers of the First Postwar School. His childhood name is 

Satoru, and he became Takeda Taijun due to a long-standing promise he made to his father, Oshima Yasunobu’s teacher, 

Takeda Taijun. Both his father and mother came from a family of monks, and his uncle Watanabe Kaigyoku was a 

renowned Buddhist scholar who served as the abbot of Saikōji Temple. Murobuse Kurara (1918-1947) was the eldest 

daughter of the liberal critic Murobuse Takanobu (1892-1970), who wrote about her short life after her death in his 

essay Jinsei Shōyō. Takeda Taijun continued to depict women in “Chinese things” with “his unique and fundamental 

sense of ‘otherness’ as women.’” In 1948, the year after Murobuse Kurara passed away in Shanghai, it was published 

in the magazine Shichō. After the war, he remained in Shanghai and died of pulmonary tuberculosis in 1947, and h er 

father, Murobuse Takanobu, published her unfinished posthumous work “Akiko wa Akiko hitori shinu” (Seinen, May 

1948). Having read her poem, Takeda compared her to the Virgin Mary in Seijo Kyōjo. In the poem, “Akiko’s actual 

form is now in a pitiful form, like the fungus that grows in the kitchen, and there is nowhere to go, and she does not 

think that she can go again.” 

Keywords: Takeda Taijun; Murobuse Kurara; Qiu Jin; Wartime Shanghai. 
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